





























































皇」として、幕府政治のいわば「院政」を執り行い、また天皇の臣下としてではなく自らの力で「日本国王」 して対中国外交を行うためであったと考える。出家後の義満は対中国外交を積極的に推進し、和寇を鎮圧し、有力大名を弾圧してそ 力を削減し、二番目の正室日野康子を「准母」の地位に就け、北山邸を造営して、朝廷の儀礼を吸収し、それに準じた幕府儀礼を作ろうとするのである。まさに義満の死の直後に朝廷から「太上天皇」の尊号が与えられたのは、義満の意図の後半生の夢にかなうものであった ではなかろうか。　
このように義満の真意は、天皇の陪臣としての立場を蹴って、その
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































たあとどのような社会的地位を得ていたのかがわかる。当主は日野氏を継承し、一族は裏松氏、烏丸氏、柳原氏、日野町氏などに必要に応じて養子に入り、氏族を継承・発展させた。日野重光の弟豊光が烏丸家の当主となったのがその好例である。豊光は足利義持に仕え、義持の出 時、自らも出家している。このとき四十六歳であったという。公家として 務めも果たし、権中納言正二位の官職をもらい、ま 重光の死後、 「院執権」も務めている。　
そのほかの日野家の当主の兄弟は、公家と て生涯を終えたも は
時代が下がるほど少なくなり、室町初期には五人もあった に 末期には一、二人に減少していることが見てとれる。代わって増加したのは僧 なった男性である。山門、寺門 興福寺 う平安期以来の大寺に入ると共に
（重光の兄弟が入った東北院も天台の寺院である
（、一族の
寺である日野の法界寺の別当を兼ねる者も多く 「日野別当」 名で呼ばれた人が多い。晴光の兄弟慈承などがそれにあたる。慈承は「日野別当、直叙法眼、横川長吏」を歴任し、同じ 天台山門派の京 尊勝院に入った人であり 藤原康親 子であったが、日野家の養子て日野家 り 日野家関係の寺の継承 なした人であ 。　
また僧となった日野家庶子の姿を検討すると、室町期後半になるほ


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































などの公家 しての働きと共に、康子の妹が義持室となり、 ちに称光天皇の准母となること、盛光の姉妹資 は称光天皇の母で のち後花園天皇の准母となっていることなどであった。それだけでは く資子の姉妹は後小松院の女房に、資子のいとこである の娘は称光院の典侍になっており、また有光の娘と姪が後花園院の典侍となるなど、天皇家の女房に広く日野一族の女性たちが入っているとい ことが系図から見て取れた。彼女らが天皇 と将軍家の双方から康子を支えていたことが挙げら よう。　
後小松天皇の、義満と康子との交流と二人への感謝の念の厚かった




















































ることになった。義教は義 死後 台座主から還俗し、将軍職を嗣ぐのである。義教が継承することを見届け その翌日十八日 義持 薨じている。　
義持の治世は、義満の姿勢を継承した面と断ち切った面と両方が
あった。公家に対しては、廷臣を幕臣の如く従わせる方策を継承し、それ故処罰権を行使している。天皇家との親密な関係 持続し ため足利持氏追討に際し、旗を今川範政に授けて将軍家の権威 より高めた。朝鮮外交は継承し、大蔵経その他の品を送られ、明 俘虜を釈放（応永三十一年
（している点から考えると、義満ほどの積極性はないが、








て義持の正室日野栄子は将軍の生母、称光院准母として尊崇されていたが、 量 死と、二 後の義持 死によっ 、義持 共 、政治的生命を失うのである。　
つまり、日野家の男女は、義持、 量時代、称光天皇 生母が日野







てきた。しかしその背景には、将軍家が正室を公家の日野氏から迎えていたこと、関白一条経嗣や二条良基などの公家 義満が重んじ 重用したことなど 公家を 経済力に物を言わせて、臣下 ように服属させていた点にあったことを論じてきた。こうして武 の棟梁た将軍家が朝廷に対して大きな発言権をもって、南北朝合一を実現させ公家階級を幕臣のように扱い、そうした公家を通じて朝儀に介入し続け、寺社には大きな寄付を与えて懐柔していた実態 一端を明らかに
できたと思う。特に公家層のうち、摂関家の一条、二条家や院執権を兼ねる日野家、その家司として日野家に密着していた山科家を通じて、足利義満は朝儀の進め方を会得 、朝廷の文化を吸収して武士の文化に朝廷の儀礼や式楽を加味し、またはやりの連歌や猿楽をも取り入れた新たな室町文化を形成しつつあった 考える。　
公家の日野家や山科家は、廷臣であると同時に義満時代幕臣に近い
位置にあった め、将軍義満時代が終わり 義持時代に移行すると、将軍家後継争いや上杉禅宗の乱など幕府の抱えた争乱に必然的に巻き込まれること な 。　
こうした政治上の変化の中で、義満正室康子は義満の内意を受けた
朝廷の議決によって、天皇の「准母」となり「准三宮」 「准后」なったのである。康子すなわち 北山院」は、義満死後も義満の公家との接触路線をよく継承する傍ら、義満の菩提を弔う後家 役割をよく果たした。後家となってから 亡き夫の菩提を弔う姿 鎌倉期の北条政子やこれより 日野富子ら、将軍家 正室と同じである。栄子についての史料は少なく、義持生存中の仲の良 夫婦像しか残っていないが、栄子 将軍家正室、称光院准母として 役割も、康子の場合と大差ないものであったと思われる。　
本文で検討したような日野重光や日野町資藤、また康子や栄子など
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